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―羽田空港跡地第 1 ゾーンにおける水際草地の景観価値評価とその持続的活用の提案―
A study on

廣島 幸音 園芸学研究科 ランドスケープ学コース 環境造園計画学領域（主指導教員：霜田 亮祐）

HIROSHIMAYukine

１．研究の背景と目的

人の心の奥には原風景が存在するが、そのもう一つ奥の

引き出しの中には、どこで生まれ育ったかに関わらず、生

得的に維持されてきた原風景が存在する。品田氏は人類共

通の原風景として「見通しのよい草原・疎開林」を導き出

した。品田氏の調査によると、人々がやすらぎや懐かしさ

を感じる植生は、総じて空間量の多い広々とした風景であ

り、同じ自然でもうっそうとした森やジャングルではない

という。その理由として著者は、元々川の近くの半乾燥地

帯で生まれた人類の起源が関係しているという見解を示し

ている。見晴らしの良い草地は、人間の本能に訴えかける

根源的な風景であり、人の心を惹きつけるポテンシャルが

あると言える。雨が多い日本においては、自然草原は高山

の風衝草原や海浜草原のほかは極めて少ないが、河川敷等

の水際の草地は、見晴らしの良さや草本が多いことから、

近い特徴を持つと考えられる。近年の研究では、水際空間

の生態的な価値や心理的効果が証明されているが、審美性

などの評価において万人からの支持を得にくく、あまり良

い印象を持たれていないのが現状である。そこで、本研究

では、人が魅力を感じる水際草原の景観特性を明らかにし、

人の心を根源的に惹きつける水際草地のポテンシャルを活

かした水際景観を創ることを目的とする。水際草地の価値

を高め、審美性・機能性共に優れた次世代の水際草地を提

案する。

図１：人類の原風景

２．研究方法

本研究では、「見晴らしの良い草原」として水際草地を

扱うため、人を惹き付ける水際草地空間の特徴を詳しく知

る必要がある。美しいと感じられる水際草地とは何か明ら

かにするためには、人が風景をどう捉えているのか分析す

る必要がある。そこで、水際を描いた風景画における景観

要素の比率や構図の比較・分析を行うこととした。本研究

において、風景画は風景を主題にした絵画全般を指す。

「風景画 湿地」、「日本画 湿地」、「Landscape

painting wetland」、「Landscape painting marsh」の 4

パターンのキーワードで Google 検索をかけ、各検索結果

の上位 25 作品、計 100 作品を選定する。検索結果のうち、

被りのあるものや写真、明らかに水際と定義できない作品

は除外する。選定した作品をグリットに分け、各グリット

に含まれる景観要素を目視で判定しながら集計し、その比

率を比較しながら分析する(図２、３)。また、水際草地の

主な景観構成要素である水面と草地の関係性についても調

べる。構図上の関係性や、描かれる植物の配置等の特徴を

考察する(図４)。

図２：景観要素 図３：要素分析の例

図４：構図タイプ

３．結果

水際の風景画として描かれてきた作品では、構図の大部

分がひとつの要素で占められた構図の作品が多く、その要
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素は草本が最多であり、次いで空、樹木という結果になっ

た(図５)。

図５：構成要素平均

また、よく見られた構図は構図タイプ A、B、C の作品で

ある。構図タイプ別の特徴としては、まず構図タイプ A に

分類される作品は、37/41 作品が「開放的」な構図であっ

た。その中で 17 作品には中景に中高木で構成された木立

のかたまりがあるという構図特性が見られた（図６）。ま

た、B に分類される作品は、基本的には「開放的」な構図

であるが、9/31 作品には、中景の森や背の高い草本で遠

景への視界の抜けを塞いでいる「囲まれ感」のある構図が

みられた（図７）。C に分類される作品は、13/18 作品が

「囲まれ感」のある構図であり、樹木や背の高い草本で囲

まれた静謐な雰囲気をもった作品が多かった（図８）。図

８に見られる構図は、図６、７に見られる構図の一部をク

ローズアップしたものであると考えられる。

左から 図６：構図タイプ A 水たまり状の水面と木立のかたまり

図７：構図タイプ B ライン状の水面と樹林

図８：構図タイプ C 大きな水面、草本、樹林

以上の結果から、好まれやすい水際風景の構図は、「草

本と水面が手前から奥に向かって交互に繰り返され、中景

にアイストップとなる木立のかたまりのある構図」、また

は、「流れる水のラインが特徴的で、遠景が樹林に阻まれ

て隠れている（樹林に囲まれている）構図」の 2 パターン

であると考えられる。前者の木立のある構図は人類の原風

景であるアフリカのサバンナの風景に類似した特徴を持つ。

また、全体を見渡す構図だけでなく、一部分に近づいて見

る構図も好まれることが明らかになったため、提案で人の

居場所や視点場を配置する場合に考慮したい。

４．提案対象地

多くの人が目にする見晴らしの良い水際草地という条件

から、対象地は羽田空港跡地第 1 ゾーンとすることとした。

敷地の北東側には東京国際空港があり、また対岸には貴重

な生態系を有する広大な干潟が存在する。この土地はかつ

て要島と呼ばれ、芦原や干潟で構成された湿地の風景が見

られたが、そこから約 200 年の間、行楽地や空港滑走路等、

時代のニーズに合わせて利用が変化してきた。現在では滑

走路の拡大とともに土地区画整理事業が進行中であり、現

代のライフスタイルに合ったオープンスペースや公園とし

ての機能が求められている。

図９：『羽田落雁』歌川広重 図１０：開港間もない東京飛行場

図１１：事業の第一期工事で建設された羽田イノベーションシティ

５．提案に向けて

本研究では、日本の水際草地が人類の原風景に近い特徴

を持ち、人の心を惹きつけるポテンシャルがあるという考

えの元、対象地に元々在る価値を損なわず、より審美性・

機能性に優れた魅力的な水際草地景観を創ることを目指し

ている。風景画分析で得られた結果を元に、水面と草本、

木立によって見晴らしの良い水際草地の地形をデザインし

つつ、それが地域に馴染む風景でなければならない。原風

景的な草原空間の上に、多摩川と海老川に挟まれた環境や、

大鳥居や滑走路等の文化・歴史遺構等の地域性を重ね、羽

田特有の草地景観を提案する。また、水際草地を長期的に

地域に根ざしていく風景にするためには、持続可能な活用

方法も考えていく必要がある。対象地にある資源や、水際

の環境が活かされた地域の生業的な利用方法を検討し提案

する。
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